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【は じめに】

　大腿義足歩行で は，ア ライ メ ン トの 不 良などを原因と

して 異常歩行が 出現するが、経験の 浅い 理学療法士 で は

こ れを分析
・
改善する こ とは容易で はない ．現在，教科

書には，異常歩行の 種類と主原因が 記載され て い る だ け

で，専門家が どの ような形 で それを発見し， 原因分析に

結び 付 けて い るの か は全 く明 らか に され て い な い ．

　本研究 で は ， 眼球運動計測装置 （NAC 社製 ， 以 下

EMR ・9）を用 い て，義足専門家の歩行観察手順を明らか

に し，経験の 浅い 者 が義足歩行分析を実 施す る際に利用

可能な分析手順書を作成 した．

【方法 1】

　切断者の 理学療法に 5 年以上従事 して い る理学療 法士

10 名 （経験年ta　9．5± 3．3 年 ： 以下，専門家群）と同従

事年数が 1年未満 の 理学療法士 10名 （経験年数 0．1± 0，2

年 ：以 下 ， 初 L者群）を対象 とした．

　まず，片側大腿切断者 の 10m 直線歩行中の 正 常歩行

映像をス ク リ
ー

ン に 投影させ観察させ た．次に，意図的

に作製された 異常歩行映像 （外側 ホ イ ッ プ ）を EMR9

を装着した状態で 観察 し ，
3 設問 （設問 1 ； 異常歩行 の

名称，設問 2 ：その 原因 となる義足ア ライ メ ン ト異常，

設問 3 ：その 修正 方法に つ い て ） に 回 答す る よ うに 説明

した．映像は対象者自身が設問に回答で きるまで繰り返

し再生 させ，そ れ を評価所要時 間 と して 計測 した．

　デ
ー

タ は ， 解析 ソ フ ト （EMR ・dFa 〔tory ）に よ っ て 視

線軌跡及び 停留点 （0，1秒以 上 ）の 定量解析 を行 っ た，

　対象者及び映像作製に 協力頂 い た切断者に は ， 本研究

の 趣旨を説 明 し同 意を 得た，

【方法 21

　方法 1で正 答 した 者 に共 通 す る観察手順 を抽 出 し，外

側 ホイ ッ プに 対する義足歩行分析手順書 （図 1）を作成

した，こ れ を初 心者群 の 1名 に対 して 再 度，約 1ヶ 月 後

に 提示 した 上 で 歩行分析 を 実施 させ た，そ して ，方 法 1

の 成績 と手 順書 に基づ く歩行評価 の 成績を比 較 した，

　なお，対象者 には，方 法 1 の 後 に設問の 正 答は 教 えな

か っ た．

【結果 1 】

　評価所要時間は，初心者群が 中央値 （四分位範囲）51，5

（53，0）秒 ， 専門家群が 6，0 （2β）秒で あ り有意差を認

め た，ア ン ケート設問 1〜3の正 答率は，初心者群で 10％，

専門家群で 100％で あっ た，注視項目及び停留点分析よ

り，ア ン ケート設問 1を 正 答 した者に は，遊脚期，立脚

期におい て 共通 した注視点 ， 停留点及び注視順がある こ

とが 明 らか となっ た．一
方，この 設問に誤答 した者は，

異常歩行の 種類 ， 遊脚期 ， 立脚期を問わず身体 の あ らゆ

る部位を無秩序に観察して い た．

【結果 2 】

　方法 1で は ア ン ケ
ー

トの 正 答 は なく，評価所要 時間 は ，

63，　1秒 で あ っ た．手順書提示後は，3 つ の 設問に全 て 正

答 した．また ， 評価所要時間は ，
15

，
8 秒に短縮 した．対

象者か らは，「見るべ き部位が 明確に な っ た．」 な どの ポ

ジテ ィ ブな意見が聞かれた．

【考察】

　専門家群は初心者 群 に比較 し歩行分析 に要す る所要時

間が有意に 短く，正答率も有意に高か っ た．また，ア ン

ケ
ー

ト設問 1 に正 答 した者の 注視点，停留点及び注視順

には，共通 点が あ っ た．こ の 結果か ら図 1 に 示す外側ホ

イ ッ プの 分析手順書を作成 した．こ の 手順書に従 っ て 歩

行を観察 し た 結果 ，即時的 に 異常歩行の 理解が改善 した．

　今後，専門家の 歩行観察手順を 明 らか に して い くこ と

で ，経験の 浅い 理 学療法士 の 歩行分析技能 を効率 よ く高

め る こ とが で き るか もしれ ない ．

●推 奨され る分析 手順 ●

  雌踵 時に踵 が外 側 へ 動く

図 1 「外側ホ イッ プ亅の 分 析手 順 書  
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